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、漕 麺

灘 鞍

諭
」
叢

サ

ン
、
ヲ
モ

ン
滋
の
肚
會
改
造
哲
畢
及

び
連
帯
思
想

第
十
七
巻

(第
四
號

二
二
)

四
七
四

サ

ン
、
シ
モ
ン
派

の
杜
會
改

造

哲
學
及

び
連

帯
思
想

(五
・完
)

米

.
田

庄

太

郎

七

哲

學

的

及

び

宗

敏

的

思

索

の

復

活

メ

ニ
ル
モ
ソ
タ
ン
修
道
院
解
散
後
、
殊
に
千
八
百
四
+
年
頃
よ
り
千
八
百
五
十

一
年
頃
ま
で
は
、
サ
ソ
、

シ
モ

ン
涯
の
人
々
は
上

に
述

べ
來
り
し
如
く
、
專
ら
政
治
問
題

に
力
を
注
ぎ
、
殊

に
生
活
の
途
を
求
め
る
必
要

に
氾
ま

チ
ノ
ヴ

ら
れ

て
、
自

か
ら

哲
學

及
び

宗
激

の
問
題

に
注
意
を

怠

っ
て
居
た
が

、
第

二
帝
国

の
建
設

後
彼
等

は

一
般

に
肚
曾

的
地
位

を
得

、
生
活

の
困
難

を
脱

し
た
か
ら

、
再
び
以

前

の
如

く
哲

學
的
及

び
宗
敏
的
思
索

に
熱
中

す

る
に
至

つ

だ
。
而

し
て
神
及

び
不
減

の
問
題
は

再

び
盛

ん
に
論
究

さ
れ

て
來
た

が
、
此

の
際
吾
人
は
彼

等

の
間

に
二

つ
の
傾

向

の
腰
現

し
陀

こ
ピ
を
見

る
の
で
み

る
。

一
は

云
ふ
ま

で
も
な

く

ア
ン
フ
ァ

ン
タ

ソ
を
中
心

ξ
し

て
現
は

れ
た
傾

向

で

あ
る
。

二
は
夫

れ

ぜ
は
種

々
異

れ
る
色
彩
を
有
す

る
傾

向

に
し

て
、

ア
ン
フ
ァ

ン
タ
ン
か
ら
猫

立

し
、

ル

モ

ソ

ニ
エ
ル
及
び
プ

ロ
チ

エ
ル

〔常

日
o目

犀

薄

切
「。
量

q
)
を
中
心

ξ
す

る
も

の
で
あ

る
。
此
虞

に
は
只

ア
ソ
フ

ア

ソ
タ

ン
を
中
心

こ
す

る
傾

向
を
考
察
す

る
だ
け

に
止

め
る
。

ア

ン
ア
ア

ン
タ

ソ
は

パ
リ
、

リ
オ

ソ
銭

遣
會
肚

の
重

役

ε
し
て
、
千
八

百
五
十

六
年

巴
里

に
居
住
を
定

め
て
以

,



吊

來
物
質
的

に
甚

だ
幸
雁

な

る
生
活

を
逡

っ
て
居

た
。
併

し
彼

は
夫

れ

で
決

し
て
満

尾

せ
す

、
矢
張
り
自

分
は

ナ

ソ
、

シ

モ
ン
涯

の
漱

父

で
め

る
ご
確
信

し
て
、
同
派

の
立

場

か
ら

時
事

開
題
を

毛
熱
心

に
論
議

し
た
が
、
殊

に
哲
學

的

及

び
宗
敏

的
思

索

に
耽

っ
た
。

さ
れ
ご
夫

れ
は
新

し
き
眞

理
を
獲
見
す

る
ご
云

ふ
が
爲

め
で
は
な
く

、
千
八
百
三

十

一
年
以

来

彼
の
常

に
信
奉

し
氷
れ

る
漱
義

を
、
益

々
明

確

に
定
立

せ

ん
が
爲

め
で
あ

っ
た
。
千
八

百
五
十

八
年

の
彼
の
畳

書
に
は

、
「
二
十

七
年
経

過

し
た
が
、
余

は
毫

も
攣
更

す

る
黙
を
見

な

い
」
ご
記
さ
れ

て
居

る
。
併

し
此

の
頃
か
ら
彼

の
死
去
す

る
ま

で
に
、
彼

が
殊

に
重

要
　幌
し
た

の
は
、
霧

ε
肉

ε
の
雫
等

を
汎

帥
敏

に
よ
り

て
、
削
「

-ち

普
遍
的

生
活

に
於
け

る
此

等
二
要
素

の
和
合

に
よ
り

て
、
辯
護
的

に
論
讃
す

る

こ
ε
で
あ

っ
た
。

而
し

て
彼
は

加
特
利
激
會

を
し

て
彼

の
教
義

を
堂
け
入

れ

さ
せ
、

信

仰
ご
李

和

ε
を
肚
會

に
齎

ら
す

短
め

に
、
同
激
會

を
利
用

せ
ん
ざ
す

る
願

望
及

び
希
望

を
、
常

に
抱

い
て
居

た

の
で
あ

る
。

干
八
百
五
十

八
年

に

ア
ン

フ
ァ

ン
タ

ソ
の
公
に

せ

る

「
人
間
學
」

(訂

ω
6凶窪
8

」
Φ

一.『
。
旨
旨
の
)
は

、右

の
主
旨

を
論
述

し
だ
も

の
で
あ
ち

が
、
此

庭

に
其
根

本
思

想
を
簡
単

に
述

べ
て
置

く
。

今
同
書

に
於

て

ア
ソ
フ
ア

ソ
タ

ソ

の
論
述
す

る
塵

に
よ
る
ご
、
世

人
は

人
間

に
於

て
只
脳
髄

の
み
を
尊
重
す

る
が
、
併

し
夫
れ
は
正
當

で
な

い
。
人

身

の
本

質
的
器
官
は
實
際

に
於

て
二

つ
あ

る
の
で

、

一
は
云

ふ
ま
で
も

な
く
…脳
髄
で
あ

る
が
、
二
は
生
殖
器
官

で

あ

る
。
而

し
て
両
者

の
問

に
之
を
結
合
す

る
神
経

系
統

が
あ

る
の
で
、
足

れ
感
情

が
観

念

ご
事
實

ε
を
結

合
す

る

　
が
如

き
も

の
で
あ

る
。

此
等

の
二
大

器
官

の
各

々

は
二

重
性
を
有
す

る
。
是
れ
宇
宙
間

何
虚

に
於

て
も

、
絡

て
票

論

叢

サ
ン
、
ジ
モ
ン
涯
吼
肚
會
改
造
暫
學
及
び
連
帯
思
想

第
十
七
巻

(第
四
號

二
三
)

四
七
五



論
.
叢

サ

ン
、
シ
モ
ン
泥
の
肚
會
改
造

哲
學
及
び
連
帯
思
想

第

†
七
巻

〔第
四
號

二
四
)

四
七
六
.

ソ

イ

　

物

ば
封
じ

て
存

立
す

る
か
ら
で
あ

る
。
脳
髄
羅
官

は

男
性

で
あ
る
大
脳

ε
、
女
性

で
あ

る
小
鵬

.萬
を
有

し
、
生

殖

器
官
は
均

し
く
男
性

的
な
も

の
ご
女

性
的
な
も

の
ε

の
二
種

を
有
す

る
。
而
し

て
生
殖

器
官

を
践

む
可

き
嫌

ふ
可

き
も

の
こ
し
て
考

へ
る
の
は

、
人

な

る
謬
見

で
あ
る

。
生
殖
器
官

及
び
吾
人

の
総

て
に
生
命
を
興

べ

る
職
聖

な
る

愛

が
、
動
物

的
器
官

ご
し

て
、
或

は
禽
獣
的
愁
情

ε

し
て
考

へ
ら

れ
る
な
ら
ば

、
貞
操

も
、
男
女
間

の
禮
儀

も
、

優

美
温
雅

の
情

も
世

に
存

し
な
く

な

る
で
め
ら

う
。

而

し
て
蟹
は
肉

の
如
く
堕
落

し
得

る
の
で
、
胸
臆

は
生
殖

器

官

の
如

く
時

ε
し
て
は
、
怒

る
可

き
不
徳

の
満

足
に

使
用

さ
れ

る
。
肉

ご
礪

こ
か
ら
成

立
す

る
も

の
こ
し
て
人
間

は

.
共

の
個
性

を
な
す
内

部
的
力

に
よ

P
て
両

者

を

結
合
す

る
。
人
間

は

コ
.ソ
デ

イ
ラ
ク
の
信

ぜ
し
如

く
、
只

外

部
的
戚

箆

を
受
け

入
れ
る
だ
け

の
も

の
で
な
く
、
夫

れ
自
身

に
よ
b
て
活
動
、
力

、
愛
を
産
出
す

る
も

の
で

め
る
。

人

聞

の
自

我
は
非

我

に
野

立
し
、

小
宇
宙

は
大

宇
宙

に
対
立

し
、
而

し

て
両

者

は
普

遍
的
生
.活

に
於

て
交

通

し
、
・

融

合
す

る
。
餓

ε
肉
或

は
精
神
ε
物
質

ε
の
合
致
は

、
即

ち
道
徳

に
於

て
成
就

さ
れ

る
耕
墾
と

産

業

ε
の
合
致

で

あ

る
。
暴

れ

カ

バ

ニ
ス
、

チ

ユ
.ル
ゴ
及

び

コ
ソ
ド

ル

セ
の
豫
見

せ
る
も

の
、
此
ひ等

の
人

々
ば

↓
新
世
界

の
先
寛
者

に
し
て
、
而

し
て
サ

ソ
、
シ
屯
ソ
ε

ア
ン
フ
ァ
ン
タ

ソ
自
身

ε
は
、
其

の
新

世
界

に
生

れ
た
最
初

の
人
間

で

あ
る
。

「
人
間
畢
」
に
於
け

る
ア
ソ
フ
ア

ソ
タ

ソ
の
根

本
思

想
は
、
右

に
述

べ
し
が
如

き
も

の
に
し
て
、
興
味

あ
る
も
の
、

味

ふ
可

き
も
の
、
決

し
て
忽

諸

に
附
せ

ら
る
可

き
も

の
で
は

な

い
の
で
あ

る
が
、
併

し
彼

は
之
を
評

し
く
展
開
す

る
に
當

っ
て
.
デ

リ
ケ
ー
ト
な
問
題

を
あ
ま

り
に
露

骨

な
言
葉

で
論
じ

起
り

、
叉
小
供
ら

し
き
君

へ
を
混

じ
た
b

・

,



な
ご
し
た

が
爲

め
に
、
諸
方
面

よ
b
盛

ん
に
非
難

さ
れ
嘲

弄

さ
れ
た

の
で
あ

る
。
殊

に
彼
は
加
特
利

激
會

の
僧
侶

か
ら

非
難
を
受

け
た
。
然

る
に
さ
き
に
述

べ
し
如

く
、

彼

は
加
特
利
敏
會

を

し
て
彼

の
敏
義

を
受

け

入
れ
さ

せ
る

こ
ご
を
、
大

に
重
要

視
し
陀
の
で
あ

る
か
ら
、
特

に
同

激
會

の
僑

侶

の
批

評
及

び
非
難

に
濫
志

し
、
之
れ

に
答

へ

て
以

て
彼
等

の
畳
醒
を
促

さ
ん

ビ
努

力

し
た
。
か
く

て
加
特

利
激
會

の
激
突

フ

ェ
リ
ク

ス
が
、
ノ
ト

ル
ダ

ム
の
大
倉

堂

に
於

け

る
誘
致

に
於

て
、
禁
慾
主
義
を
讃
美

し
、
肉

の
復
活

を
非

難
す

る
や
、

ア

ソ
フ
ア

ソ
タ

ソ
は
直
ち

に
之

れ

に
答

へ
て
大

に
論
辯

に
努

め
た
。
彼

の
論
ず

る
庭

に
す

れ
ば
、
今

日
ま

で
基
督

の
肉

は
「
屍
を
以

て
被

は
れ
セ
戦

場

に
於
て

、
貧
民

の
密
集
す

る
長
屋

に
於

て
、
勢

働
者

が
獣
類

の
如

く
に
虐
使

さ
れ

る
工
場

に
於
て
、
實

に
残
酷

に
侮

辱

さ
れ
て
來
た

の
で
、
叉
A
-日
も
侮
犀

さ
れ
て
居

る
の
で
あ

る
。

さ
れ
ば
富
」♂着
に
禁
慾
主
義
を
誘

く
は
有
益

な
事
で
あ

る
が
、
併

し
餐
者

に
之

を
説
く
は
愚

で
あ
b

、
淺
忍

で
あ

る
。
只
黒

パ

ソ
だ
け

で
漸

く
生

命
を

つ
な
ぐ

貧
民

に
、
肉

を
節

約

せ
よ

ε
は
何

の
事

か
。
中
世

紀

の

加
特

利
激

は
大
會
堂

を
建

設

し
、
肚
嚴

な
る
儀

式
を
設
定

し
、
産
業

を
獲

達

さ
せ
π
。
是

れ
今
日
加
持

和
敬
會

の
從

ふ
可
き
實

例

で
あ

る
。

か
の

↓
方

に
於
て
は
神
秘
主
義

他

方

に
於

て
は

ぜ
ジ

ユ
イ
ト
涙

を
産

め
る
純
璽
萌
葱
説

は
、
よ

ろ
し
く
断

然
放
棄

さ
る
可
き
で

あ
る
。
今
日
敏
會

の
甚

だ
無

力
な

る
は
、
是

れ

つ
ま
b
新

し
き
世

界
を
理

解

せ
す

.
禁
慾
主
義

を
固
守

し

て
居

る
か
ら

で

め
る
。

加

特
利
激
會

の
檜
侶
は
殆

ん
ご
全
く
民

衆

の
中

か
ら

出

定
人

で
あ
る
か
ら

、
彼

等
に

し
て
少

し
く
自

か
ら

反
省

す
れ

ば
、
.今
日

の
民
衆

の
欲

求
を
よ
く
理
解
す

る
に
毫

も
困

難

は
な

い
筈

で
あ
る
。
而

し

て
其

の
際

に
は

加
特

利
激
會

論

叢

サ
ン
、
シ
七
ン
派
の
計
會
改
造
哲
學
及
び
輝
帯
思
想

第
十
七
巻

(第
四
號

二
五
)

四
七
七

'



論

叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
派
の
肚
會
改
造
哲
畢
及
び
連
帯
思
想

第
十
七
巻

(第
四
號

二
六
)

四
七
八

は
再
び
偉
大
な
る
肚
會
的
勢
力
ざ
な
る
で
あ
ら
う
。

.

ア
ソ
フ
タ
ン
.タ
ソ
は
叉
、
彼
の
汎

神
激

し
封
ず

る
加
特
利
激
僧
侶
の
枕
許
に
答

へ
る
薦
め
に
も
、
大
に
力
を
注

い
だ
。
此
庭

に
著
名
な
る
當
聴
の
學
僑
グ
ラ
ト
リ
.の
批
評
に
封
ず
る
彼
の
答
辯
の
要
黙
を
極
簡
単
に
述

べ
て
置
く

が
、
彼
の
考

へ
る
庭

に
よ
れ
ば
、
無

か
ら
世
界
を
創
造

し
た

一
の
人
格
的
神
が
存
在
す

る
ε
云
ふ
基
督
漱
的
信
仰

は
、
人
間

に
封
し
て
も
亦
宇
宙

に
謝

し
て
も
輕
蔑
の
念
を
起
さ
せ
、
而
し
て
只
神

に
封
ず
る
愛
の
み
を
重
要
視
す

る
に
至
ら
し
め
た
。
夫

れ
よ
り
し
て
敏
曾
は
、
科
學
、
産
業
及
び
藝
術
を
賎

し
む
著
し
き
傾
向
を
有
す

る
に
至

っ

た
ε
思
は
れ
る
が
、
暴
れ
實
に
漱
會

ご
現
代
肚
會
ε
の
分
離
を
生
ぜ
る
根
本
原
因
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
分
離
は

人
類

の
覚
め
に
非
常
に
悲
し
む
可
き
も
の
に
し
て
、
今
日
の

一
切
の
害
悪
は
其
威

に
淵
源
を
獲
し
て
居

る
の
で
あ

る
。

さ
れ
ば
加
特
利
漱
會
の
曾
侶
等
は
よ
く
此
の
黙
を
反
省

し
て
、
人
格
神

の
信
仰
を
棄
て
、
汎
紳
漱

の
思
想
を

以
て
激
會
の
根
奉
的
更
生
を
圖

る
可
き
で
あ
る
。

ア
γ
プ
ア
ソ
タ
ソ
は
加
特
利
敏
會

に
饗
し
て
は
、
右
に
述

べ
し
如
く
に
其

の
更
生
を
促
が
す

ε
同
時
に
、
叉
反
激

會
主
義
者
に
劃
し
て
加
特
利
激
會
の
功
徳
を
説
き
、同
激
會
を
破
壊

せ
ん
ご
す

る
は
、
㎝
層
人
な
る
害
悪
を
生
す

る

も
の
な
る
を
魁
ら
な
い
謬
見
で
あ
る
`
論
じ
て
居

る
。
彼
の
考

へ
る
庭
に
よ
れ
ば
、
加
特
利
漱
は
實

に
世
界
主
義
、

雫
和
主
義

に
基

い
て
立
て
ら
れ
た
る
も
の
、
而
し
て
之
を
創
立
せ
る
は
、
徴
兵
制
度
を
知
ら
な
い
、其

の
信
徒
の
間

に
は
階
級
の
差
別
や
更
に
人
種
の
差
別
さ
へ
も
認
あ
な

い
、
職
務
の
世
襲
も
財
産
の
世
襲
も
否
な
私
有
財
産
制
さ

d



へ
も
行

な
は
う

ε
は

し
な

い
、

死
刑
を

許
ざ

な

い
、

而

し

て
幼

見
を
高

め
、
憾

め
る
も

の
を

慰
め
、
病

め
る
も
の

を
笹

ゐ
、
死

に
行

く

も

の
に
望

を
奥

へ
る
に
於

て
、
今

日
ま
で

に
何
人

よ
り
も
無

比

に
勝

れ
た

る
、
一
大
工

で
め

る

の
で
あ

る
。

加
特
利
漱
會

を
破
壊
す

る

こ
ご
は
理
性

の
女

神
を

祭

る
こ
`

に
な

る
の
で
あ
ら

う
。

叉
新

宗
激

を
立

て
る

こ
ε
は
、
既

に
存
在
す

る
無
数

の
宗
派

に
更

に

一
宗

振
を

加

へ
る
こ
ご

に
な

る
で
あ
ら

う
。
.何
れ
も
無
益

で

あ
る
、
否
な
有
害

で
あ
る
。

今
日
最

ご
も
肝

要
な

る

は
、
實

に
加
特
利
激
會

を
更

生

さ
せ

る
こ
ε
で
あ

る
。

ア
ン
フ
ァ

ン
タ

ソ
は
最

後

に

「
永

久
生
命
」

(聞

く
凶。
卸
。ヨ
。
濠
)

ご
題
す

る

一
書
を
著

は
し
π
が
、
実
れ

は
盤

魂

不
滅

に
關
す

る

サ

ン
、

シ
モ
ン
涯

の
激
義

を
詳

し

く
講
述

し
た
る
も

の
で
め
る
。
此
庭

に
其

の
大
要
を
述

べ
て

置

く
が
、
夫

れ
基
督

激

の
信
者

は
個
人

に
封
ず

る
米

來

の
生
命
を

信
ず

る
が
、
ナ

ソ
、
シ
モ
ン
振

の
信
者

は
永

久
の

づ
　

　

生
命
印
ち
其

の
各

部
分
が
個
人

へ
傳

は
b
、
普
遍
的

生
命

の
部

分
を
な
す

庭

の
過
現
未

の
生
命

を
信
ず

る
の

で
あ

る
。

め
る
庭

の
も

の
は
あ

り
し
庭

の
も

の

、
概

要
、

及

び
あ
る
で
あ
ら

玩
庭

の
も

の

、
芽
を
包

有
す

る
。
砂

の

「

粒

さ

へ
も
絶
滅
す

る
も

の
で
な

い
。
如
何

に
し
て
人
間

は
絶
無

に
露
す

る
で
め
ら

う

か
。
過
言

の
諸

世
代
は
吾
人

に
生
動

し
、
吾
人

は
將
來

の
諸

世
代
を
吾
人

の
中

に
藏

有
す

る
。
暴
れ
は
只
生

理
的

現
象

に
就

て
云

ひ
得

ら

れ
る

に
け
で
な
く

、
師
弟
間

に
於
け

る
観
念
及

び
感

情

の
傳
達

に
就

て
も
云

ひ
得
ら

れ

な
。
個

人
的

不
滅

の
教
は

利
己

心
を
産

む
。

然

る
に
人
間

は
利
己
的

で
あ
る
ご
同
じ

く
、

叉
献

身
的
で
あ

る
。
人
間

は
隣

人

に
献

身
し
、
科
射

に

献
身

し
、
名

轡

に
献
身
す

る
。
幼
児
は

ぎ
だ

生
命
を

有

し
な

い
、
併

し
己

を
園
続

す

る
人

々
か
ら

、
之
を
受
け

る
。

論

叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
派
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想

第
十
七
巻

(第
四
號

二
七
)

四
七
九



ノ

論

叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
涯
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想

第
+
七
巻

(第
四
號

二
八
)

四
八
○

老
人

は
最
早

生
命

を
有

し
な

い
、
.
.
彼

は
他

の
人
々
に

之
を
與

へ
π
の
で
あ

る
。
健
實
な

る
人
間

は
忽
然
新
生

命
を

獲

得

し
得

る
。

ア
ソ
フ

ソ
タ

ソ
自
身

は
其

の
好
適
例

で
あ

る
。
彼
は
第

+
八
世

紀

の
弟
子

ご
し

て
、
彼

の
髄
内

に

は

ヴ
オ

ル
プ

ア
、

ル
ー

ン
ウ
、

ヘ
ル
ベ
プ

ユ
ス
、
及

び

オ

ル
バ
グ
等

が
生
存

し
て
居

だ
。

然

る
に

　
朝

サ

ソ
、
.シ

モ
ン
が
入
b
込

ん
だ
、
而

し

て
彼

に
俘

な
は

れ

て

モ
ー
ゼ
、

ソ
ク
ラ
プ

ス
、

プ
ラ
ト

ン
、

グ

レ
ゴ
ア
七

世

、

マ
オ

メ
ト
、

ル
ー
テ

ル
等

が
続

々
入
り
込

ん
だ
の
で
あ

る
。

パ

パ

ン
及

び

ス
テ
フ

ア
ン
ソ

ン
の
如

き
犬
猿

明
家

や
、、
ア

レ
キ
テ

ソ
ド

ル
、

セ
ザ

ー
及

び

ナ
ポ

レ
オ

ン
等

の
如

き
大
征
服

者
は
決

し
て
死

な

、
い
。
是

れ
彼
等

の
事
業

が
永

繧

し
、
彼
等

の
人
格

性
は
吾
人

に
霊
威

を
興

へ
、
吾

人

を
生
動

さ
せ
乃

か
ら

で
あ

る
。
吾

人
を

し
て
死
人

の
偶
像

的
崇

拝
を
棄

て
、
彼
等

の
生

命
を
糧
示

せ

る
生
人

に
於

て
、
彼

等
を
讃

仰
せ

し
め
よ
。
又

彼
等
を
全
自
我

ど
其

の

非

我

蓬
の
生

き
た
変

通
、
全
有

限
者

ご
之
を

園

む
無

限
的

自
然

ご
の
生

き
た
交

通

で
あ
る
庭

の
紳

に
於

て
、
讃

仰

せ
し
め
よ
。

此

の
教
義

は
人
間

が
暴

君
ε
な

る
を
許

さ
な

い
。

足
れ
此

の
敏
義
は
、回
散
人
を
も
支

那

人
を
も
黒
人
を

も
、
普

遍
的
生

命
に
於

て
基
督
激
信
者

ご
交
通

さ
せ

る
か
ら

で
あ

る
。
此

の
激

義
は

叉
人
間

に
其

の
本
質

の
愈
嚴

を
激

へ

る

こ
ご

に
よ

っ
て
、.
人
間

を
し

て
奴
隷

の
境

遇

に
自

ら

が
諦
ら

め
る
こ
ε
を

許

さ
な

い
。
空
聞
及

び
時
間

の
外

に

存

す

る
露
魂

の
存

在
は
、
最
早

理
智

の
獲
達

せ
る
人

力
に
は
信

ぜ
ら

れ
な

い
。
吾
人

の
地

球
が
益

々
勢
働

及

び
事

業

に
よ
り

て
飾

ら

れ
る
ほ
こ
、
人
間
は
遁
げ

入
る

べ
き
天

の
世
界

を
求

め
な

い
。

●



汎
神

獣
は
罰
や
新
禧
を
無
用

な
ら

し

め
る
か
。
決

し

て
そ
う

で
な

い
。
只

之
を
愛

形

さ
せ
る
だ

け
で
あ
る
。
総

て
の
入
間

は
帥

の
生
命

に
興
り

、
正
義

及

び
力
殊

に
進
歩

を
憧

憬
す

る
。
而

し

て
完

成
可
能
性

に
於

て
進
歩
す

る

此

の
能
力

が
、即

ち
將
來

の
宗
激

の
基
礎

で
あ

る
の
で

あ
る
。

罪

ご
は
此

の
進
歩

的
運
動
を
忘

れ

る
こ
ε
に
し
て
、

罰

ε
は

生
類

の
位
階
的
秩
序

に
於

て
其

の
位
階
を
失

な

ふ
.こ
ε
で
あ

る
。

而

し
て
新
禧
は

最
早
自
然

の
法

則

に
於

け
る
攣
化

を
求

め
る
、

呪
物

敏
的
希
求

で
.は
な

-
な

る
で

あ
ら

う
。
夫

れ
は
存

在
す

る
総

て

に
封
ず

る
恩
寵

の
行

爲
に
し

て
、
事
物

の
進
歩

を
早

め
る
爲

め
に
、
神

の
祓
助

を
得

ん

ε
す

る
願

望
を
俘

な

ふ
可

き
で
あ
る
。
人

間

の

連
帯
は
絡
て

の
人

々
に
、
各

人

の
過
失
及

び
功
績

の

]
部

分
を
賦
興
す

る
も

の
で
あ

る
か
ら
、
佛

国
人

の
各

々
は

夫

れ
自
身

の
中

に
、
其

の
母
國

の
不
徳

を
藏
有

し

て

、
夫

れ
が
爲

め
に
日

々
寵
せ
ら

れ
居

る
が
、
併

し
ス
夫

れ
自

身

の
中

に
、
母
国

の
徳

を
も
賊
有

し
て
居

る
の
で
、

実

れ

に
謝

し

て
帥
は
吾

々
佛

國
人
を
恵

み
、
保
護

し
、

光
榮

あ
る
叉
棘
聖
な

る
報

酬
を

、
絶

へ
す
吾

々
佛

国
人

に
與

へ
て
居

る
。
而

し
て
此

の
連

帯
説

は
死
刑

、
戦
争

、

永
久

罰
の
信

仰
等
を
消
滅

さ
せ

る
の
で
あ
る
。

今
や
犯
罪

は
大

に
減

少

し

つ

、
あ

る
Q
文
典

の
原
因

ε
し

て
只
貧

困
ご

無
智

こ
の
二
者

が
獲

っ
て
居

る
だ
け
で
あ

る
。
而

し

て
此

の
二
君

に
謝

し
て
は
肚
會

に
責

任
が
あ

る
。
吾
人

を
し

て
二
者

の
清
流

に
努
力

せ
し

め
よ
、

一
切

の
革
命

は
終

る
で
あ
ら

う
。

而

し
て
偉

人

の
報
酬
は
彼

等
の
受

け

る
永

久
生
命
、
彼
等

の
事
業

の
成

功

、
坤

に
謝
す

る
彼
等

の
愛

に
あ

る
の
で
あ
る
。

ア

ン
フ
ァ

ン
タ
ソ
の
最
後

の
著
作

「
永
久
生
命
」

の
要

旨
は
、
以
上
述

べ
し
が
如

き
も

の
で
あ

る
。
同
書

は
千

論

叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
派
の
肚
會
改
造
哲
墨
及
び
連
帯
思
想

第
+
七
巻

(第
四
號

二
九
)

四
八
一

、



髄

論

叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
滋
の
」肛
會
吹
出旭衝
撃
及
び
連
帯
思
想

第
十
七
巻

(第
四
㍊
號

三
〇
)

四
八
二

八

百
⊥
ハ
十

一
年

に
公

に
さ
れ
た

の
で
あ

る
が

、
其

の

後
彼
は
更

に

「
新

百
科
全
書
」

の
編
纂

や
、
叉
彼

が

「精

神

的

銀
行
」
器

∩
お
臼
二

耳
o
濠
o
け琴
ご

ε
構
す

る
も

の

、
設

立
を
企
だ

て
た
。
併

し
夫

れ
は
成

功
し
な

か

っ
た

の
で
、

彼
は

大

に
失
望

し
だ
、
而

し

て
千
八
百
六
十

四
年
八

月
三
十

一
日
遂

に
死
去

し
陀
の

で
あ

/
。

ア
シ

フ
ア

ン
タ

ソ
の
死
去

に
よ
り

て
サ

ソ
、

シ
モ

ン
涙
ば
其

の
中
心

を
失
な

ふ
た
が
、
併

し
直

ち

に
は
消
滅

し

な
か

っ
た
。
而

し
て
ヅ

ユ
ヴ

エ
リ

エ
は

ア

ソ
フ
ア
ソ

タ

ン
の
志
を
纏

い
で
、
「新

百
科

全
書
」

の
編
纂

や
、
「
肚
會

進
歩

館
」

〔H諺
窪
9

号

軍
。
噸
富

Q。
。。。
⊆
9
こ

の
設

立
に

大

に
力

を
難

く
し
陀
。
(但

し
何
れ
も
成
功

し
な

か

つ
セ

)。

叉

デ
イ

シ
ユ
タ
ル
や

バ
ル

ロ
は

ナ

ン
、

シ
モ
ン
説

に

よ
り

て
基

督
激
を
改
造
す

る
こ
ε
に
力
を

注

い
だ
。
殊

に

バ

ル
ロ
の
著

「
基
督

」

(
切
碧
「窪
F

H」o
O
『
「算

樋
一奪

い
・)

は
、
或
意
味

に
て
は

ア

ソ
フ
ア
ソ
タ

ソ
の
「
永
久
生
命
」
よ

り
も
勝

れ
て
居

る
の
で
、

ナ

ソ
、

シ
毛

ソ
振

の
最
後

の
教

義
書

で
あ

る
ε
も
云
は
れ

て
居

る
。
術

ほ
其

の
他

の
著

名

な

る
サ

ン
、

シ
モ
ン
派

の
人

々
、
例

へ
ば

オ

ル
ス
ナ

ソ
、
ゲ

ル
ー

ル

モ
ン
ニ

エ
、

ロ
ー

ラ
ソ
、
ヴ

ヴ

ア
ソ
サ
ー

ル
、
デ

イ

シ
ユ
タ
ル
等

も

ナ

ソ
、
シ
モ
ン
派

の
事
業

に
努

力

し
、
死
す

る
ま
で
同
派

の
信

仰
を
固
守

し
て
居

た
が
↓

併

し
彼
等

の
死

ε
共

に
サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙
は
全

く
消

滅

し
た

の
で
あ
る
。

、

入

一
般

的

評

償

金
は

以
上

の
諸
節

に
於

て
千
八
百

二
十
五
年

、

ナ

ソ
、

シ
モ
ン
の
死
後
直

ち

に
設

立

さ
れ
た

サ

ソ
、

シ
モ
ン
振

`



.

が
千
八
百
七
十
年

頃
に
至

っ
て
全
く
消
滅

す

る
に
至
る

ま
で

に
、
其

の
思
想

に
於

て
如
何
な

る
換
達

を
な

せ
る
か

を
、
歴
史
的

に
稍

々
詳

し
く
述

べ
た

の
で
あ

る
が
、
是

れ
よ
り

同
派

の
思
想

が
其

の
後

の
肚

會

思
想

の
獲
達

に
及

ぼ
せ

る
影

響
を

「
般
的

に
評
贋

し
、
殊

に
肚
會
連

帯
思

想

の
獲
達

に
於
け

る
同
派

の
思
想

の
意
義
を

論
究

し
て
見

た

い
蓬
思

ふ
。

普

通

に
は
凸

サ

ソ
、

シ
モ
ン
振

の
思
想
は

空
想

的

な
も

の
に

し
て
、
同
時

代

に
於

て
も
亦
其

の
後

の
時
代

に
於

て
も
、
格

別
影

響
す

る
庭

な
き
も

の

、
如
一
考

へ
ら

れ

て
居

た
が
、
併

し
詳

し
く
研
究

し
て
見

る
ご
、
決

し

て
そ

う

で
な

い
の
で
、
種

々
の
方
面

に
於

て
甚
だ

重
大

な

る
影
響
を
及

ぼ
し

て
居

る

こ
ε
が
獲
見

さ
れ
た
の

で
あ
る
。

近
来
公
孕

に
同
派

の
思
想
及

び
運
動

を
研
究

せ
る
人

々
は
、
種

々
の
方
面

に
於
け

る
同
派

の
影
響

の
重
要
な

る
を

指
摘

し
て
居

る
。
.此
庭

に
は
其
筈

の
諸
方
面
.に
亘

り

て

一
々
詳

し
く
述

べ
る
暇

は
な

い
の
で
、
先

づ
耽
會
思
想

や

肚

會
運
動
以
外

の
方
面

に
於

て
、
同
派

の
及

ぼ
せ
る
影

響

を
簡
単

に
措

摘
し

、
夫

よ
り
主

こ
し

て
肚
會

思
想

の
方

面

に
於
け

る
影
響

に
就

て
、
稍

々
詳

し
く
述

べ
る

こ

ξ

、、
す

る
。

今

ナ

ン
、

シ
モ
ン
派

の
人
々
は
、
其

の
吐
會

思
想

の
立
場

か
ら

實
際
生
活

に
於

て
活

動
し
、
現
代
佛
國

の
経

済

的
獲
達

の
上

に
、
殊

に
鐵

道
及

び
銀
行

の
獲
達

や
、
企

業

の
集

中
及

び
國
家

的
企
業

の
獲
藩

の
上

に
、
重
大

な

る

影
響
を
及

ぼ
し
π

の
で

、
其
筈

の
黙

に
就

て
は
上

に
同

派

の
實
際
的

活
動
を
述

べ
し
際

に
、
少

し
く
摺
示

し
て
置

い
π
が
、

ヂ

ー
ド
氏

の
好
薯

「
脛

濟
思
想
史
」
中

に
も

其
筈

の
黙

に
就

て
蒋

に
論
述

さ
れ

て
思

る
。

(O
置
①
9

論

叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
派
の
泄
會
改
造
哲
學
及
び
頭
帯
思
想

第
十
七
巻

(第
四
號

三
一)

四
人
三



論

叢

サ
ン
・
シ
モ
ン
滋
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想

第
十
七
巻

(第
四
號

三
二
)

四
八
四

霊
。・び

出
碧
o
闘話

α
2

U
o臼
「ぎ
撃

呵
n
o
旨
o
日
旦
莞
。・・
目
【く
「①
HH・
∩
げ
竜
畔
ゆ

HH・
ゆ
摯

参
考

)
又
政

治
思
想

の
獲

蓮

に

於
け

る
同
派

の
影

響

に
就

て
は

、

ミ

シ

ェ
ル
氏

の
好
著

「
国
家

の
観

念
」

(出
。口
裏

雪
げ
げ
o
レ

ヒ

萱
伶

ユ。

ぴ
、

国
界

日
ぎ

①
U
①
髪
ゆ
日
p

∩
汀
P

ご

中

に
論
述

さ
れ

て
居

る
。

而

し
て
同
浜

の
藝
術
思
想

、
即
ち
古
典
藝
術

説

や
、
.藝
術

の
爲

め

の
藝

術

の
思
想
を
極
力

排
斥
し

、
.人

生
の
爲

め
或

は
肚
會

の
爲

め
の
藝
術

を
高
調

す

る
思
想

が
.

現
代
佛
国
交
藝

の
上

に
及

ぼ
せ
る
影
響

に
就

て
は

、
ウ

エ
ル
氏

の
好

著

「
サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙
」

(0
8
お
窃

タ
或
r

巨
.
国
8
δ

0∩
鉱
三
I
GD
一∋
9
凶。導

P

9

竜
貯
o
×
ご

の
中

に
指
示

さ
れ

て
居

る
。

却

説

サ

ン
、

シ

モ
ン
涙

の
思
想

が
、
現

代
社
倉

思
想

の
護
蓮

に
及

ば
せ
る

一
般

的
影
響

に
就

て
は

凸
既

に
カ
ー

ル
、

グ

リ

ユ
ソ
は
左

の
如
く
述

べ
て
居

る
。
「
ず

ソ
シ

モ
ソ
説
は

恰

か
も
人

が
打
ち
破

っ
て
其

の
殻

を
棄

て
た
が
、

其

の
中

の
幾
多

の
種
が

至
る
庭

に
、
夫

れ

か
ら
夫

れ

へ
ε
獲
芳

し
、
生
育
す

る

　
の
種

葵

の
如

き
も

の

で
あ

る
」
。

(目
。
掃
白

く
8

ω
鼠
9

0
Φω。ず
凶。ず
富

山
窪

し∩
。N
巨
窪

じσ
①
'諾
噌
口
σq
・
N
毛
Φ
凶滞
「
じヴ
匹巳

・
ω

舘
Q

引
用

)
又

エ
ン
ゲ

ル
ス

も

「
吾
人

は

サ
ソ
、

シ
モ
ン
に
於

て
、
後
の
肚

會
主
義

者

の
厳
密

に
脛
漕
釣

で
な

い
殆

ん
ご
総

て
の
思
想

の
.萌
芽

が
包
有

さ
れ
て
居

を
庭

の
、
天
才
的

に
博
大

な

る
見
地

を
獲
見
す

る

ξ
す

れ

ば
云
々
」

(閃
膏

自

警

団
轟
。
『

=
n
§

国
仁
ぴq
2

∪
農

旨

σq
。・
ζ
旨
'邑

営
夷

号
「
葦

切器
ま
9
9
笥
・
》
号
冨

浮
生
お
①
・
し。
・
昌

N
)

・し
云

ふ
て
居

る
。
但

し

此
虎
　に

エ
ン
ゲ

ル
ス
の

「
嚴
密

に
経

済
的

で
な

い
思
想

」

ざ
云

ふ
て
居

る
の
は
、
特

に

マ
ー
ル
グ

ス
の
鯨
剰
償
値

説

を
意
味

し

て
居

る
の
で
あ

る
。
而

し
て

サ

ソ
、

シ

モ
ン
及

び

ナ

ン
、

シ
モ
ン
涙

の
思
想

に
於

て
は
、

エ
ン
ゲ

ル

,



ス
の
云
ふ
如

く
確

か
に
飴
剰

債
値

説

の
萌
芽

は
見

出

さ
れ
な

い
が
、
併

し
飴
剰

債
値

説
は
肚
會
主
義

の
上

か
ら
見

る
も
さ
ほ
こ

に
重
要

な
る
も
の

こ
は
思

は
れ
な

い
。

ε
に

か
く

カ
ー
ル
、

グ
ゾ

ユ
ソ
や

エ
ソ
ゲ

川
ス
の
如

き
早
代

の
濁
逸
肚
會

主
義

者

も
、

サ

ン
、

シ
モ

ン
及

び
サ

ソ
、

ン
モ
ソ
振

の
思

想

に
就

て
右
の
如

く

に
述

べ
て
居

る

こ
・し

を
見

て
、
現
代
耽
會
主
義

の
獲
達

に
於

け

る
其

の
影

響

の
重
大
な

る
こ

ε
が
察

知

さ
れ
る

`
思
、ふ
。

荷

ほ
余

は
更

に
先

づ

ロ
レ
ン
ツ
、

フ
オ

ソ
、・
シ
ュ
タ
イ

ン
が
千
八
百
五
十

年
、

ア

ソ
フ
ブ
ソ
タ

ソ
や
其
他

の

サ

ソ
、
.
シ
モ
ン
涙
の
有
力
な

る
人

々
が
、
在
世
中

に
公

に
せ
る
「
佛
國

に
於

け
る
肚
會
運

動

の
歴
史
」

〔上

に
原
名
を

塞
・げ

π

る
著

書
)

に
於

て
、
既̀

に
サ

ン
、

シ
モ
ン
涙

の
思
想

に
如

何
な

る
意
義

を
認

め
て
居

紀
か
を
述

べ
、
次

に

又

デ

ー
ド
が
其

の

「
経
済

思
想
史
」

(原

名
は
上

に
擧

げ

て
あ

る
)中

に
之
れ

に
認

め
た
意
義

を
述

べ
て
、

以

て
今

日

の
佛
國

の
學
者

の
み
な
ら
す

、
外

國

の
學
者

も
公

卒

に
學
問

的

に
考
察

せ
る
人
は
、
早

く

か
ら

サ

ソ
、

シ
モ
ン

及

び
サ

ソ
、

ン
モ
ン
涯

の
思
想
を
如

何

に
重

要
観

し

た
か
を
示

し
割
去

れ
よ
も

特

に
同
派

に
於

け

る
肚

會
連

帯
思

,
想

の
獲
蓮

に
就

て
、
少
し
く
考
察

し
た

い
ご
思

ふ
。

ロ
ー

レ
ン
ツ
、

ノ
オ

ソ
、

シ
ュ
タ
イ

ン
が
右

の
著

作

の
第

二
巻
中

に
、

ナ

ソ
、

シ
モ
ン
涙

の
意
義

に
就

て
述

べ

て
居

る
こ
ε
は
、

同
書
が
千
八
百
五

十
年

に
公

に
さ

れ
π
も

の
で
あ
る

ε
云

ふ
こ
ご
に
よ
り
て
、
殊

に
吾
人

の
興

味
を

人
な
ら

し

め
る
の
で

あ
る
。
而
し

て

シ
ュ
タ
イ

ン
の
述

べ
て
居

る

こ
ご
は
左

の
如

く

で
あ

る
。

『
サ

ソ
、

シ
モ
ン
説
は
始

め
て
勢

働
及

び
財
産

の
歴

史
を

、

人
類
獲
達

の
本
質

的
要
素

ざ
考

へ
、

而

し

て
夫

れ

.

論

叢

サ
シ
、
シ
モ
ン
派
の
祉
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想

第
十
七
巻

(第
四
號

三
三
)

四
八
五

レ

、



6

国

論

叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
涯
の
肚
會
改
造
哲
畢
及
び
連
帯
思
想

第
十
七
巻

(第
四
號

三
四
)

四
八
六

に
よ

つ
.て
肚

曾
夏

(ま

だ
其

の
概

念
は
立

て

、
居

な

か

っ
π
が
)
の
研
究

を
激

へ
た
。

サ
ソ
、

シ
モ
ン
涙

は
始

め
て
産
業
的
社
倉

の
二
大

階
級

の
匠
別

を
言
明

し
だ

(假

令
夫

れ
に
よ
り

て
下

の
階

級

の
意
識

に
、危

険

な
る
惜

悪
心

を
注

入
し
た

ε
は
云

へ
)、
勢
働
者

の
階

級
は

自

か
ら
構
成
す

る
で
あ
ら

う
ご
云

ふ

サ

ソ
、

シ
モ
ン
の
語
は
、
實
現

さ

晒
た
。

サ

ン
、

シ

モ
ン
説
は

プ

ロ
レ
タ
リ

ア
の
最
初

の
表

現
で

あ
る
o

サ

ソ
、

シ
モ
ン
説
は
更

に
足

れ
ま

で
国
家
生
活
及

び
自
由

の
最

高
形
態

ε
考

へ
ら

れ
た
純
立
憲
的
政
治

の
理

論

を
、
其

の
弱

黙

に
於

て
攻
撃

し
、
而
し

て
同
振

の
街

ほ
不
明
瞭
な

る
産

業
的
政

治
論

の
観

念

に
於

て
、
肚
會
改
頁

を
国
家

の
唯

一
の
眞

の
任
務

ざ
し

て
論
述

し
陀
、

終

り

に
サ

ソ
、

シ
毛
ソ
説
は
始

め
て
遺

産
相
続

権

問
題
を
呈
出

し
π

の
で
あ

る
が

、
此
.の
問
題
は
實

墨
次
の
二

世

代

に
於

け

る
欧
洲

の
肚

會
形
成

の
全
將
來
が
依
鴉

す

る
も

の
で
あ
る
」

(千
九
百

二
十

一
年

U
「・
ω
巴
9
畔δ
富
出

版

uワ
■
ψ

認
o
=
.
お

こ

・

次

に
デ
ー
ド
が

「
経
済

思
想
皮

」

に
於

て
、

サ

ソ
、

シ
モ
ン
説

忙
認

め
π
歴
史
的

意
義

を
述

べ
る
が

、
同
書

は

班

頃
濁

逸
語

に
も
英

語

に
も
諜

さ
れ
陀
好

著
作

で
あ

る
。
而
し

て
其

の
第

一
版

は
千
九
百
九
年

に
公

に
さ
れ
た
も

の
で

あ
る
が
、
其

の
中

に
左

の
如

く
述

べ
ら

れ
て
居

る
。

「
吾
人
は

サ

ソ
、
シ
モ
ン
派

の
漱

説

に
於

て
、
.第
十

九
世

紀

の
進

行
中
肚
會
主
義

を
特
質
附

け

る
殆

ん
ぐ、
総

て
の

批

判
的

及

び
建
設

的
観
念

の
胎
芽

を
認

め
ね
ば
な
ら

諏
。
夫

れ
は
第
十
九
世
紀

の
肚

會
主
義

の
序

論
或

は
目
次

で

■



あ

る
ε
、
見
倣

し
得
ら

れ
る

の
で
あ
る
。

先

づ
サ

ソ
、

シ
モ
ン
振

の
人

々
に
於
て
、肚

會
主
義

交
献
上

ク

ラ

シ
カ
ル
ε
な

れ
る
公
式

の
多

数
が
、
見
出

さ
れ
.

る

こ
ε
は
驚
く
可

き
で

あ
る
。
「
人
間

に
よ
り

て
の
人
間

の
使
役
或

は
掠

奪
」
(
一.
。
×
豆
。
冨
ユ
8

琴

一、
ゲ
。
ヨ
霧

犀
「

一、
ぎ
ヨ
巳
①
〕

ε
云

ふ
語

は
、
干
八
百
四
十

八
年
ま

で
は

、
非
常

に
流
行

し
て
居

た
。

而

し
て

マ
ー

ル
ク

ス
後
之

れ

に
取

り
代

は

れ
る
階
級
聞
事

`
云

ふ
語
は
、
其

の
意

味

に
於

て
は
毫

も
異

な

っ
て
居

な

い
。
又

サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙

の
人

々
は

川
イ
、

プ
ラ

ン
に
先

だ
ち

て
「
第
働

の
組
織
」
を
誘

き
、
更

に

マ
ー
、ル
ク

ス
に
先

だ
ち

て
不
動
産

的
及
び

動
産
的
資

本
を

「
弊
働

の
道

具
」

ご
稽

し
だ
、
而

し
て

吾
人
は

サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙

の
人

々
を
、
組
合
冠
雪

主
義
者

ア
ヅ
ソ

シ
ヤ
シ
ヨ
ソ

(
諄

的9
闘p
巨
富
m
霧
8
。
即幾

o
ロ
鐸
窃
)

の
中

に
は
数

へ
な

い
が

.
し

か
も
彼
等

は

組

合

を
生
産

組
織

の
卓

絶

せ
る

形
態

ざ
し

て
主

張
す

る

に
於

て
、
何
人

に
も
劣
ら

な
か

っ
た
。
術

ほ
彼
等

は
肚
會

主
義

者

が
、
地

代

の
理
論

に
就

て
爲

さ
穿
る
を
得

ざ
り
し
慮

用
ま

で
も
豫
見

し
π
。

今

サ

ン
、

シ
モ

ン
説

は
第

十
九
世
紀

の
肚
會

主
義
を

構
成
す

る
感
情
及

び
観
念

の
、
最
初

の
最

ご
も
難

癖

な
又

最

ε
も
透
徹

せ
る
表
現

ξ
し

て
、
百

八

に
現

は
れ

る
の

で
、
r其

事

に
就

て
は
何
人

も
孚

ふ
こ
ε
は
出

来
な

い
』
。

(一,
図
無

同8

幽
Φ

6
8

.
℃
・
唱
.
臥
〒

Nひ
い
∀

却
説
以

上
引
用

せ
る
諸
家

の
見
解

に
よ
り
て
、

サ

ソ
、

シ
モ
ン
及

び
サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙

の
人

々
の
思
想

が
、
現

代
砒

會
思
想

の
獲
達

に
劉
し

て
、
如

何

に
重
要
な

る
意

気
を
有
す

る

か
は

、
大
騰

上
推
察

さ
れ
る
ε
思

ふ
か
ら
、

論

難

サ
ソ
、
シ
モ
ン
涯
の
砒
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想

.

第
十
七
巻

(第
四
號

三
五
)

四
人
七

凸



論

鞄凧

チ
ン
、
シ
モ
ン
淑
の
肚
衙目改
血旭哲
畢
及
び
噛遅
滞
田心
想
.

第
十
七
巻

(楯夘四H號

=
一⊥ハ)

四
八
八

此
庭

に
憶

実

れ
以

上

に
述

べ
る

こ
ε
は
省

き
、
是

よ

り
特

に
同
派

の
肚
會
連

帯
思
想

に
就

て
少

し
く
論
述

し

て
、

以

て
本

論
女
を
完

結

し
セ

い
ε
思

ふ
。

近
代
肚
會

連
帯
思
想
は

、
佛
國
革

命

の
個
人
主
義

思
想

に
反
抗

し
て
起

れ

る
も

の
に
し

て
、
而

し
て
根
本
的

に

は
人
間

は
本

来
完

成

せ
る
も
の

ε
し
て
生
れ

、
只
生
存

獲

達
の
利
益
關

係

か
ら

し
て
の
み
相
團

結

し
、
肚
會

生
活

を
畳

む
も

の
で
な
く
、
砒

會

の
中

に
生
れ
、
肚
會

に

よ
り
て
始

め
て
人
間

ご
し

て
成
立

し
獲
窪

し
、
其

の
人
間

こ

し
て

の
具
艦

的
性

質

に
於

て
は

、
本

來
肚
會

に
よ
り

て
規
定

さ
れ
て
居

る
も

の
、
即

ち
時
間

的

に
は
前

緒
世
代

の

影
響

に
よ
b

て
、
.ヌ

室
間

的

に
は
並
存
的
相

互
依
存

の
關
係

起
よ
ゆ

て
、
規

定

さ
れ
て
居

る
も

の
ご
見

る
思
想

で

あ

る
。
」さ
れ
ば
廣

義

に
解
す

る
時
は
、
個
人
主
義

的
耐

會
思
想

に
反
劃

し
て
、
入
間

ご
入
間

ε
の
水
球

の
團
結
關

係
を

高
調
す

る
肚

會
思
想
は

、
総

て
愈
愈

連

帯
説
で

あ

る
ε
云

ひ
得
ち

れ

る
の
で

め
る
。

現
在

の
人
間

は
過
古

の

.

影
響

に
よ
り

て
、
叉
相
互

に
離

す

可

か
ら
ざ

る
相

互
依
存

の
關
係

に
よ
り

て
、
あ
る
が
如

き
も

の
と
し
て
存

立
し

獲
達

し
て
居

る
の

で
、
決

し
て

過
古

に
謝

し
て
も
亦
現
在

に
射

し

て
も
、
絶

謝
的

に
孤

立

し
て
居

る
も

の

で
な

い
.

ε
.考

へ
る
思
想
は

、
総
て
順
義

の
愈

曾
連
帯
思
想

で
あ

る
。
而

し

て
か

、
る
意
味

に
て
は
、
肚

會
連
帯
思
想

は
甚

だ
古

く
か
ら
行
な

は
れ

て
居

る

の
で
、
決

し

て
近

代
の
産
物

で
な

い
こ
ビ
は

云

ふ
ま

で
も
な

い
。

し
か
も
吾
人

が

今
日

之
を
近

代
的
思

想

芭
見

て

重
要

醐
す

る
は

、
.全
く
歴
史
的
關
係

に
よ

る
の
で
あ
る
。
帥

ち

ル
ネ

サ
・
ツ
ス
時

代

よ
り
著

し
く
畿
達

し
始

め
、
殊

に
第
十

八
世
紀

に
至

つ
で

、
啓
蒙
思
想

ご
し
て
思
想
生
潜

も
肚

會
生
活
政
治
生

活

.

.



、

も
、

】
般
的

に
支
配

し
來

b
、
遂

に
佛
國
大

革
命

を
産

出

せ
る
個
人

主
義
的

、
合
理
主
義

的
或
は
主
観

理
性

主
義

的

、
非
歴
史

的
或

は
反
歴

史
的
思
想

に
猛
然

反
抗

し

て
起

れ
る
も
の

ε
し
て
、
肚

會
連
帯
思
想
は
殊

に
佛

國

に
於

て
重
大
な

る
近
代
思
想

ε
見
做

さ
れ

る
の
で
あ

る
。
併

し
同

】
の
傾
向

は
假
令
佛
國

に
於

て
ほ

こ
明
白

で
は
な

い

`
し

て
も
、
欧
米

諸
國

に
通

じ
て

一
般

に
存

す

る
の
で

め

る
か
ら
、
肚
會
連

帯
思
想

は

一
般
的

に
重
大
な

る
近

代

的

思
想

ε
見
倣

さ
れ

る
の
で
あ

る
。
.
.
.
.

.

、
.

・

本
雑
誌

に
於

て
さ
き
に
公
に

せ
る
拙
稿

「
傳
統

振

の
糺肌
會
連
帯
思

想
」
中

に
述

べ
し
如
く
、佛

國
大
革
命

後
先

づ

肚
「會
連
帯

思
想
を
盛

ん
に
唱
道

し
た

る
は
傅

統
涯

の
哲

學
者

で
あ

っ
た
。
併

し
彼

等

は
夫

れ

に
よ
り

て
醤
・　肛
會
組

織

を
復
活

せ
し
め
よ
う
ε
し
た

の
で
あ
る
か
ら
、
到
底
汎

く
近

代
人
の
要
求
を
充

だ
す

こ
ε
が
出
來
な

か

っ
た
。

そ

こ
で
肚
會
蓮

帯

の
思
想

や
繕
…威

の
思
想

を
彼
等

か
ら

學

び

つ

、
、
し

か
も
之
を
進
歩

的
近
代
的
意
味

に
解
羅
し
、

近̀
世

の
歴
史

的
獲
達

の
大
勢

に
基
・い
て
肚
曾

組
織

に
根

本
的
改

造
を
加

へ
、
新
肚

曾
祖
・織
を
建
設

せ
ん

ざ
す

る
入

漁
が
現
.は
れ
た
が

、
先

づ
.第

】
に
.現

は
れ
た

の
は

ヴ

ソ
、

シ
モ
ン
で
あ

っ
た
。
併

し
サ

ン
、
.
シ
モ
ン
の
思
想

は
さ

き

に
述

べ
し
如

く
、

一
種

の
過

渡
的

思
想

に
し
て
、
徹

底

し
な

い
黙

が
多
か

っ
た
。
而

し

て
之
を

「
層
徹
底

さ
せ

た
も

の
が
、
即

ち

ヴ

ソ
、

シ
モ
ン
派

の
思
想

で
あ

っ
た

。
か
く

て
サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙
は

プ

ソ
、

シ
モ
ン
の
思
想
を

承

け

て
、
更

に
之
を

「
層

徹
底

さ
せ
、
.肚
會

主
義
的

傾
向

を
甚

だ
明
白

に
現
示

し
、
而

し

て
上

に
引
用

せ
る
諸
家

の
見
解

に
よ
り
て
學
ば

れ
る
如

く
、
近
代
肚
會
主
義

の
幾

多

の
根
本
思
想

の
芽
を
獲
生

さ
せ
、
而

し
て
或
意
味

で

論

叢

ケ
ン
、
シ
モ
ン
派
の
瀧
會
改
造
哲
學
及
び
}迎
帯
思
想

第
十
七
巻

唄第
四
號

…二
七
)

四
八
九



論
.
叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
滋
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想

節
十
七
巻

(第
四
號

三
入
)

四
九
〇

は
既

に
肚

會
主
義
者

ご
看
做

し
得
ら

れ
る
が
、
し

か
も

彼
等

は
本

來

プ
ー

ル
ヂ

ヨ
ア
的

浪
漫
主
義
者

で
あ

っ
た

か

ら

、
遂

に
徹
底

せ
る
肚

會
主
義

に
は
到
達

し
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。
彼
等

は
勢
働

者
階

級

の
物
貰
的

及
精

神
的
改

善

を
以

て
、
常

に
楳
本
的
肚

會
問
題

`
考

へ
、
勢
働
者

階
級

の
獲
達

を
以

て
肚

會
改
造

の
根
本

義

ε
信

じ

て
居
陀

が
、
併

し
彼
等

は
親

し
く
勢

働
者

に
接

し
、
よ
く
勢
働

者

を
理
解

し
て
居

た

の
で
は
な
く

、
豊

醒

せ
る
プ
ー

ル
ヂ

ヨ
ア
ε
し

て
、
人
道
主
義
的
精

神

か
ら
勢
働
者

を
見

て
居

た
の
で
あ

る
。

か
く

て
彼
等
は
勢
働

者

の
解
放

は
勢
働

者
自

身

の
畳
醒

ε
、
勢
働
者
自
身

の
努

力

ε
に
よ
り
て

成
就

さ
れ
る
も
の
な

る
を
ま

だ
よ
く
畳

ら
す
、
畳
醒

せ

る

人
遣

主
義

的
な

プ

ー
ル
ヂ

ヨ
ア
に
指

導

さ
れ

て
、
此

庭

に
始
め
・て
勢
働
者

は
解

放

さ
れ
る
も
の

ε
信

じ

て
居

た
。

つ
ま

り
肚

會
政
造

は
下

よ
り

の
仕
事

で
な
く
、
上

よ
り

の
仕
事

で
あ

る
ご
信

じ
て
居

た
。

か
く

て
彼
等
は
血
會

的

君
主

主
義

さ

へ
も
唱

へ
る

に
至

つ
π

の
で
あ
る
。

侮

ほ

サ

ン
、

シ
モ
ン
涙
は
勢
働
者

の
解

放

ε
共

に
、

叉
當
然
之

れ
ε
相
律

ふ
て
獲
達
す

る
も

の
ご
し
て
、
婦
人

の
解
放
を
唱

へ
た

こ
ご
は
注
意
す
可

き
で

め
る
。
殊

に
彼
等

が
婦
人
解
放

ε
唱

へ
出

し
た

の
は
千
八

百
三
十

年
代

・

で
あ

る
こ
ε
は

、
大

に
注
意

す
可
き

も
の

に
し

て
、
此

の
時
代

に
は
ま

だ

ミ

ル
の
婦
人
論

も
現

は
れ

て
屈

す

、
學

者

が

「
般
t

婦
人
解
放

問
題

に
は
注
意

し

て
居

な

か

っ
た
の
で
あ

る
。
其

の
際

に
さ
き
に
述

べ
し
如

く

に
、
婦
人

の
解
放

を
盆

ん

に
唱
道

し
、
精

神
生

活

に
於
て
も
男

子

ご
同
等

に
重
要
な

る
地
位

を
女
子

に
認

め
た

る
こ
ぜ
は
、

　
の
卓
見

ε
云

は
ね
ば
な
ら

濾
。



併
し
何
よ
り
も
サ

ン
、

シ
モ
ン
振
の
肚
會
思
想
を
特
質
附
け
て
居

る
も
の
は
、彼
等

の
宗
激
的
思
想
で
あ
っ
て
、

彼
等
は
彼
等
の
肚
會
思
想
を
、
結
局
彼
等
の
宗
敏
的
思
想

か
ら
引

き
出
し
て
居

る
、
或
は
之
を
以
て
裏
附
け
て
居

る
の
で
め
る
.
.而
し
て
彼
等
の
宗
敏
的
哲
學
思
想
の
根
本
原
理
は
、
さ
き
に
述

べ
し
庭

に
よ
り
て
知
ら
れ
る
如
く
、

●

肉

の
復
活
即
ち
霊
肉
合
致
の
思
想

ε
、
汎
紳
漱
的
思
想
ε
で
あ
る
。

今
産
業
の
重
要
を
、
根
本
的
に
即
ち
哲
學
的
宗
敷
的
に
基
礎
附

け
ん
ご
す
れ
ば
、
自

か
ら
肉
の
復
活
の
思
想

の

如

き
も
の
、
肉
禮
生
活
を
.心
盤
的
生
活

ε
同
等

に
尊
重
す

る
思
想
に
到
達

せ
ね
ば
な
ら
な
い
ε
思
は
れ
る
。
肉
燈

生
活
か
心
盤
的
生
活
よ
り
も
劣

簸
る
も
の
、
否
な
心
盤
的
生
活

の
自
由
は
、
肉
艦
的
生
活
の
否
定

に
よ
り
て
の
み

待
ち
れ
乃
も
の
ざ
さ

へ
も
見

る
に
於
て
は
、
産
業
の
奪
嚴
は
充
分
に
確
立
さ
れ
る
を
得
な
い
。
産
業
を
輕
観
し
或

は
賎
め
る
思
想
は
、
結
局
肉
を
輕
税
し
践

め
る
思
想

に
基
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
サ

ン
、

シ
モ
ン
涙
は
産

業
の
曾
嚴
を
充
分
に
確
立
す
る
爲
め
に
、
宗
敷
的
哲
學
的

に
肉
の
復
活

の
思
想
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
ε
思
は
れ

る
。
要
す
る
に
サ
ン
、

シ
モ
ン
涙
は
學
問
ご
同
様
に
産
業
を
奪
重
し
、
両
者
の
合
致
を
以

て
新
肚
會
組
織

の
根
本

原
理
ご
認
め
る
其
の
思
想
を
、
宗
敏
的
哲
學
的
に
根
本
的
に
基
礎
附
け

る
に
は
肉
の
復
活
、
蟹
肉
合
致
の
思
想

を.

「樹
立
せ
ね
ば
な
ら
楓
ε
考

へ
た
の
で
、
か
く
て
彼
等
は
砒
曾
思
想
を
宗
鍬
的
哲
學
的

思

想

に
結

び

附

け

、
叉

.

宗
激
か
ら
離
れ
て
肚
會
の
改
造
を
圖
る
こ
ぜ
は
、
結
届
不
可
能
で
あ
る
`
信
じ
お
の
で
あ
る
。
此
の
黙

に
於
て
は

彼
等
は
全
然
傳
続
涯
の
思
想
に

一
致
し
て
居
る
、
否
な
鱒
読
振

の
思
想
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
併

し
傳
統
派

論
.
叢

サ
ン
、シ
モ
ン
派
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想

第
†
七
巻

(第
四
號

三
九
}

四
九
一



論

最

サ
y
、
γ
モ
ン
瀕
の
馳
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想

第
十
七
巻

(第
四
號

四
〇
)

四
九
二

は
肉
を
賎

し

め
璽

の
み
を
偏
重
す

る
加
特

利
漱
を
奉
ず

る
に
射

し

て
、
肉

の
復
活

、
璽
肉

合
致

セ
主
張
す

る
黙

に

於

て

サ

ン
、

シ
.モ
ソ
説
は
實
質

⊥
大

に
之
れ
、ご
異

な

っ
て
居

る
。
而

し

て
此

の
差

異
が
あ
ら
ゆ

る
方
面

に
於

て
、

サ

ソ
、
シ
モ
ン
涯
を

し
て
傳
続
涙

ご
は
大

に
異
な

れ
る

、
否
な
全

く
相

反
す

る
思
想

に
進

ま

せ
た
の
で
あ

る
。

併
.し
肉
即

ち
物

質

に
鎭

即

ち
精

帥

ε
同
等

の
尊

蝦

を
認

め
、
嬢

に
依

る
肉

の
征

服
で
な

く
、
聾
肉

の
合
致

を
原

理

ご
す

る
に
於

て
は

、
自

か
ら
簿

來

の
基
督

激
的

↓
脚
敏
を
す

て

、
、
汎
神

教

に
到
達
す

る
に
至

る
で
あ
ら

う
。

學

問

こ
産

業

ε
の
合

致
或

は
連
帯
は

、
自

か
ら
肉

或

は
物
質

ε
盤
或

は
精

神

こ
の
合
致
或

は
連

帯

に
考

へ
至
ら
し

め
、
而
し

て
窺
肉

の
合
致
或

は
連
帯

は
.自

か
ら
汎

神
激

に
考

へ
至
ら

し

め
る
で
あ
ら
う
。

サ

ソ
、

シ
モ
ン
派

の
肚
.

會
思

想
は
結

局
汎

榊
激

に
達

し

て
始

め
て
根
本

的

に
基
礎
附

け
ら

れ
、
・而
し

て
又
汎
紳
激

か
ら

考
察

し
て
益

々
獲

展

さ
れ

て
居

る
の
で
あ
る
。

サ

ソ
、

シ
モ
ン
派

の
思

想
を
推

し

つ
め
て
考

へ
る

ε
、
入
間

の
歴
史
的

連
帯
も
亦
並
存

的
連
帯

も
、

つ
ま
り

は

肉

に
於
け
.る
連
帯

ご
、
盤

に
於

け
る
連

帯
ε

に
蹄

着

し
、
而
し

て
璽
.ε
肉

ε
の
連
帯

に
於

て
、
此
庭

に
人
間

の
連

帯

は
完

成
す

る
の
で
あ
る
が
、
然

る
に
.璽
肉

の
連
帯

或
は
合
致

は
、
結

局
汎

神
教

に
於

て
根
本

的

に
基
礎

附

け
ら

れ

る
こ
ε

に
な
ゆ

、
而

し
て
耐

曾
連
帯
思
想
は

つ
ま

b
汎

弗
激

ド
ま
で
遡

b
、・
之

れ

に
よ
り

て
始

め
て
根
本
的

に

確

立

さ
れ
る

こ
ご

に
な

る

の
で
あ
る
。
而
し

て
此

の
主

旨

は
、
前
箇

(七

)
の
終

り

に
述

べ
た
る

ア

ソ
.フ
ァ
ン
.タ

ソ

の
最
後

の
著
作
「
永
久
生
命

」
に
於
て
、
最

ε
も
明
白

に
論
述

さ
れ

て
居

る
ε
思

は
れ

る
の
で
あ
る
。
此

虚

に
同
書

■



の
要
旨
を
繰
り
返
し
て
述

べ
る
こ
ε
は
避
け

る
か
ら
、
談
者
は
前
節
を
繰
り
返
し
て
閲
謎

さ
れ
だ
い
。
荷
ほ
同
節

に
述

べ
し
如
く
、
ア
ソ
フ
ア
ソ
タ
ソ
は
基
督
漱
の
壷
魂
不
滅
の
激
、
家
世
の
漱
は
本
來
人
間
を
利
己
的
個
人
主
義

的
の
も
の
ご
な
ら
し
め
る
の
で
、
汎

川
敷
に
よ
り
て
始
め
て
人
聞
は
肚
會
連
靴17
の
精
棘
を
徹
底
的
に
寳
現
し
得
る

・の
で
あ
る
8.
論
じ
て
居

る
が
、
是
れ
亦
就
會
連
帯
思
想

の
宗
激
的
哲
単
射
基
礎
附
け
を
考
究
す

る
に
當

っ
て
、
吾

人
の
大
に
注
意
す
可
き
黙

で
あ
る
ε
思

ふ
。

今
や
我
国
の
佛
漱
家
が
大
に
枇
會
問
題
に
注
意
し
来
り
、
而
し
て
猷
會
問
題
の
解
決
の
佛
敏
的
原
理
の
考
究

に

努
力
せ
ん
こ
す
る
人
々
も
現
は
れ
て
居
る
が
、
余
風
其
筈
の
人
々
が
ナ
ソ
、

シ
モ
ン
涙
の
思
想
を
考
究
さ
る
れ
ば

.

啓
獲
さ
れ
る
腱
少
な
く
あ
る
ま

い
ε
思

ふ
。
而
し
て
余
が
佛
國

に
於
け
る
肚
脅
連
帯
思
想
の
獲
蓬
を
研
究
す
る
詩

論
丈
を
、
本
雑
誌
に
於
て
引
き
繙

い
て
公
に
し

つ
、
あ
る
際
に
、
本
論
交
に
於
て
サ
ソ
、

シ
モ
ン
涙

の
思
想
を
、

特
に
比
較
的
に
詳
し
く
説
述
し
た
る
理
由
は
、
同
派
の
思
想
は
肚
會
問
題
を
研
究
す
る
我
国
の
佛
激
家
に
獅
し
て
、

種
々
有
益
な
る
ヒ
ン
ト
を
興

へ
る
で
あ
ら
う

ご
考

へ
た
か
ら
で
あ
る
。

ナ
ソ
、

シ
毛
ソ
涙
の
祉
會
連
帯
思
想
を
研
究
す
る
に
當

っ
て
、
少
な
く
も
最
も
多
く
吾
人
の
注
意
を
引
く
黙
の

「
は
、
肚
會
連
帯
思
想
ご
汎
神
敏
ε
の
關
係
で
あ
る
。
併
し
肚
會
連
帯
思
想
の
哲
學
的
宗
敏
的
基
礎
附
け
は
内
結

局
汎

脚
数
に
よ
ら
す
は
、
徹
底
的
に
成
就

さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
ら
う
か
。
足
れ
よ
b
更

に
他

の
諸
家

の
肚
會
連

帯
思
想
を
歴
史
的

に
考
察
す
る
に
當

っ
て
、
余
は
常
に
此
の
黙

に
注
意
し
て
行
き
た
い
ご
思
ふ
。
(完
結
)。

論

磯

世
ス
.、諸

善

の
凪
會
改
造
蕊

及
び
講

思

葉

竜
巻

(鶴

號

四
;

四
九
三


